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２７ あいちトリエンナーレ、国民文化祭、障害者芸術・

文化祭の開催に対する支援について  
（財務省、文部科学省、厚生労働省）  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（背景）  
○ 本県では、平成２２年より、現代美術を基軸とし、舞台芸術なども

併せて展開する国内最大規模の国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」
を３年ごとに開催しており、現代美術の国際展のクオリティの高さと
ともに、舞台芸術との複合性や、まちなかでの展開、普及･教育事業な
ど「愛知の独自性」を活かした展開は国内外から高く評価されてきた。 

○ 平成２８年に開催する、３回目の「あいちトリエンナーレ２０１６」
では、芸術監督に多摩美術大学教授の港千尋氏を迎え、「虹のキャラヴ
ァンサライ 創造する人間の旅」をテーマに掲げ、新たな視点による
魅力的な展開を図るとともに、国際的な発信力を高め、海外誘客に向
けた取組をより積極的に展開していく。 

○ 世界に誇るべき「文化芸術立国」の実現をめざす国は、世界の様々
な国と地域から多様なジャンルのアーティストが集い、新たな芸術を
国内外に向けて創造・発信する「あいちトリエンナーレ」を継続的に
支援し、我が国の文化芸術の水準と国際的評価の向上を図る必要がある。

○ また、愛知県が平成２８年度の国民文化祭及び障害者芸術・文化祭の
開催地に内定したことから、本県では、平成２７年２月２０日に愛知県
実行委員会を設立し、現在、開催の準備を進めている。 

○ 「あいちトリエンナーレ２０１６」、「第３１回国民文化祭・あいち２
０１６」、「第１６回全国障害者芸術・文化祭あいち大会」を連続的に開
催し、これまでにない多彩な展開を創出するとともに、現代アートから
伝統文化、そして障害者アートまで、豊かな文化芸術活動・取組を大い
に発信することで、文化芸術を起爆剤として、地域の魅力と活力の高揚
を図り、地域の活性化につなげていく。 

 

 

 

【内容】 
(1) 平成２８年の開催が３回目となる「あいちトリエンナー

レ」は、国内最大規模の国際芸術祭であり、我が国の文化芸
術を牽引し、世界の文化芸術の発展に貢献するとともに、地
域の活性化にも大きく寄与する取組であることから、継続的
な支援を行うこと。 

(2) 「第３１回国民文化祭・あいち２０１６」及び「第１６回
全国障害者芸術・文化祭あいち大会」を円滑に開催し成功に
導くため、開催地と一体となって万全な準備を進めるととも
に、開催に必要な経費について、十分な予算を確保すること。 
 また、国民的なイベントとして盛り上げるため、広報を充
実強化すること。 

＜文化・スポーツ・魅力発信、「あいち観光元年」＞
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